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研究成果の概要（和文）：沿岸域に生息し人間活動の影響を受けやすい小型鯨類スナメリの保全

のためには個体数のモニタリングが必要である．個体数は目視調査により推定されてきたが，従

来は推定の難しい発見確率を100％と仮定していた．音響（鳴音収録）調査と目視調査を併用し

て発見確率を推定する方法を開発した．2010年に長崎県大村湾の個体数をセスナからの目視調査

により推定したが，ここ10年間の個体数減少は検出できなかった． 

研究成果の概要（英文）：The finless porpoise, a kind of toothed whales, is exposed to human activities. 

The existence of this species is threatened.  Abundance, which is essential information for conservation, 

has been estimated using sighting surveys. Because the detection probability on the track line, g(0), is 

hard to be grasped, abundance estimates have been given under an assumption of g(0) =1. We developed 

a method to estimate g(0) using a combination of acoustic surveys and sighting surveys. We carried out 

an aerial sighting survey in Ohmura Bay, Nagasaki Prefecture, Japan, in 2010. A population decrease 

was not detected over these 10 years.   
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１．研究開始当初の背景 

 沿岸性鯨類スナメリは混獲など人間活動

の影響を受けており，本種の保全のために

は個体数のモニタリングが必要である．目

視調査により個体数が推定されてきたが，

ほとんどが，調査ライン上の発見確率100％

の仮定の下，安全を見込んだ過小推定とな

っていた．発見確率が風力など種々の要因

の影響を受けて変動することも考慮されて

いなかった．個体数推定法の改良が必要で

ある． 
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２．研究の目的 

(1)スナメリに適用可能な発見確率推定法を 

 開発する． 

(2)群れまでの距離，ビューフォート風力 

 階級，太陽光線の海面反射の強さ，群 

 れサイズの関数としての発見確率を推 

 定する． 

(3) 主分布域の１つである西九州沿岸海 

   域の個体数変遷を明らかにする．   

 

３．研究の方法 

(1) 定点での音響・独立目視調査 

 沿岸海域の定点に音響データロガーA-tag

を複数設置して，鳴音を発した個体の刻一刻

の水中の位置を捉える．この定点の周辺で 2

名の観察者が連絡をとらずに独立に同一海面

を目視して,両者の二重発見や一方の見落と

しを調べる.このような音響・目視調査により，

追跡個体の浮上，発見・見落としを確認する． 

 このような方法をスナメリが出現する予想

された海岸近接域（岸から肉眼でスナメリを

観察可能な範囲）である長崎県大村湾北西部

海岸，千葉県銚子市の銚子マリーナと銚子第

三漁港の岸壁から行った．千葉県での調査は

2009 年 7 月から原則的に毎月実施した． 

(2) 定線での音響・独立目視 

 音響調査とストリップ型（群れまでの距離

測定を伴わない）目視調査の併用から発見確

率を推定する Akamatsu et al. (2008)の方法

をライントランセクト型に拡張した方法を開

発した．セスナを用いた上空から目視，船を

用いた海面にほぼ平行な目視，船から曳航し

た音響データロガーA-tag による音響計測を

同一定線上で同時に行い，距離依存性の弱い

音響発見を基に，セスナ目視，船目視，音響

調査それぞれの発見確率を推定する方法であ

る． 

 2010年 11月と 2012年 2月にこの調査を大

村湾で実施した．使用した船は調査に協力し

てくれた九十九島水族館の「かのこゆり」で

あった．2011 年 10 月に「かのこゆり」から

船目視と音響計測のみを行った． 

(3) 分布把握と個体数推定のための目視 

 2010年5月に大村湾全域を対象としたセス

ナからの目視調査を行った． 

 

４．研究成果 

(1) 定点での音響・独立目視調査海岸 

 近接域での浮上個体の発見確率を凪の時に

は0.96と推定した. 凪の時にはほぼ見落とさ

ないが，しけるにつれて発見確率が下がるこ

とを定量的に示した． 

(2) 定線での音響・独立目視 

 船目視からの調査ライン上の発見確率

g(0)として 0.58 を得た． g(0)=1 の仮定の下

で行われてきた従来の個体数推定値を 1.72

倍する必要がある．ただし，g(0)の推定精度

は変動係数で 1.0 と高くなかった．天候や調

査海域の選定に十分に配慮したが，発見量が

少なかったために，セスナ目視の g(0)推定に

成功していない．今後とも調査を継続する必

要がある． 

(3) 分布把握と個体数推定のための目視 

 2010 年 5 月，大村湾でスナメリは湾中央部

を中心にかなり一様に分布していた.主目視

者 2 名はのべ 326km の飛行から計 79 群 110

頭を発見した.個体数を 329 頭(変動係数：

0.18)と推定した.ここ 10 年間での個体数減

少は検出されなかった． 
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